
第１４８回教育研究評議会議事録（要録） 

平成２９．６．２０（火）１６：００～１７：１５ 

場 所 ： 5 F 1 会 議 室 

出 席 者 越智，宮谷，相田，佐藤（利），山本，高田，平川，片山，渡邉（聡），古澤， 

丸山，木原，神谷，寺本，相原，江頭，千田，秀，加藤（功），高野，岩永，山崎， 

久保田，友澤，小山，草原，瀧，楯，小原，加藤（純），安井，片岡，河原，吉村，

実岡，馬場，秋野，松浦，津賀，島田，藤原，圓山，仁科，横山，大膳，西村，

田中，橋本，坂田，クロード 

以上 ５０人 

欠 席 者 菅田，吉田 

オブザーバー 

野上，高橋，竹内，迫田，畑尾，小澤，松浦，原（義），堀田，盛井，高谷，西嶋，

佐野，原（準），渡邊（博），栗栖，三分一，佐藤（崇），山内，小山，松永，眞田，

郷原，長谷川，吉岡，下田，河村，佐々本 

 

（前回議事要録の確認） 

 

（議事） 

１．教員の懲戒の審査について －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 別紙１ 

   （学長提案・説明） 

   （教育研究評議会メンバーのみによる審議。関係職員のみオブザーバー出席） 

 

   広島大学職員懲戒規則に基づく本学教員の懲戒処分について提案・説明があり，審議の

結果，審査会において再検討することとした。 

 

２．平成２８事業年度に係る業務の実績に関する報告書について －－－－－－－－ 別紙２ 

   （学長提案・片山理事（財務・総務担当）説明） 

 

   国立大学法人法の規定に基づき，平成２８事業年度に係る業務の実績について，国立大

学法人評価委員会の評価を受けるため，各組織において行った年度計画の実施状況の点

検・評価の結果をもとに，本学評価委員会の意見を踏まえ取りまとめた「平成２８事業年

度に係る業務の実績に関する報告書(案)」について提案・説明があり，審議の結果，原案

のとおり承認し，役員会へ付議することとした。 

 

３．広島大学評価委員会委員の選出について －－－－－－－－－－－－－－－－－ 別紙３ 

   （学長提案・説明） 

 

   任期満了に伴う評価委員会委員の選出について提案・説明があり，審議の結果，原案の

とおり承認した。 

 

４．サティアムベンチャーエンジニアリングサービスプライベートリミテッドとの包括的研究

協力に関する協定の締結について －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 別紙４ 

   （高田理事・副学長（社会産学連携担当）提案・説明） 

 

   研究開発や人材育成などに協力して取り組むことにより得られた研究成果を広く社会に

貢献することを目的として，包括協定を締結することについて提案・説明があり，審議の

結果，原案のとおり承認した。 

 

 



（報告） 

１．第２期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結果について －－－－－－ 資料１ 

   （学長及び片山理事（財務・総務担当）報告） 

 

   学長から，第２期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価の結果について，国立大

学法人評価委員会から通知があった旨，報告があった。 

  ・ 全体評価としては，すべての項目で中期目標の達成状況が，「良好」又は「おおむね良

好」とされた。 

  ・ 「教育研究等の質の向上」では，優れた点として，学生の海外派遣プログラムの充実，

大学独自の奨学金制度，感性イノベーション研究推進機構の取組が認められた。「業務運

営・財務内容等」では，優れた点として，ＡＫＰＩ®の策定，弾力的活用スペースの拡充

が認められたが，改善を要する点として，専門職大学院の学生定員の未充足，個人情報

の不適切な管理（平成２２・２４・２５年度）があげられた。 

   また，片山理事（財務・総務担当）から，他の国立大学法人等の取組状況をまとめた資

料等について報告があり，参考となる取組があれば，積極的に各理事室及び各部局等で取

り組むよう依頼があった。 

 

２．学外及び学内の主な表彰制度について －－－－－－－－－－－－－－－－－－ 資料２ 

   （片山理事（財務・総務担当）報告） 

 

   本学のレピュテーションの向上を図る方策の一つとして，これまで本学で推薦又は受賞

の実績のない各種表彰への推薦を積極的に進めるため，主な表彰制度について情報を共有

する旨，報告があった。 

 

３．広島大学長の業績評価の実施について －－－－－－－－－－－－－－－－－－ 資料３ 

   （岩永学長選考会議委員（大学院総合科学研究科長）報告） 

 

   広島大学長の業績評価の実施に関する申合せ（平成２６年６月１０日学長選考会議決定）

に基づき，学長の業績評価を実施することとした旨，報告があった。 

   また，平成２７年４月からの大学ガバナンス改革に伴う国立大学法人法の改正等により，

学長の選考は，学長選考会議が定める基準により行わなければならないとされていること

及び学長選考会議が優れた業績を上げていると判断した場合には，教職員による意向投票

を行わずに学長の再任を認めるなど，柔軟な手続を確保することについて適切に留意する

こと等とされている旨，併せて報告があった。  

 

４．各種表彰等の受賞者について －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 資料４ 

   （学長及び吉村大学院生物圏科学研究科長報告） 

 

   各種表彰等の受賞者について報告があった。 

 

 

以上（資料添付略） 

 

 
 
 


